
15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

人

平成22年 27年 37年 52年 72年

7,600
人増

59,084

55,487

46,733

45,755

46,519

35,255

32,004
34,739

25,712

18,03818,038

22,11022,110

55,487

54,91654,916

　

総
生
創
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
市
代
能
「

企
を
策
施
な
的
果
効

て
い
お
に
」
略
戦
合

も
る
な
と
礎
基
な
要
重

で
上
る
す
案
立
画

。
す
で
の

化
変
の
口
人
や
析
分
の
計
推
来
将
と
状
現
の

る
す
察
考
を
響
影
る
え
与
に
来
将
の
域
地
が

向
方
の
来
将
す
指
目
が
市
代
能

に
も
と
と

。
す
ま
い
て
し
示
を
口
人
標
目
や

平

　

成
72

口
人
標
目
の
）
年
０
６
０
２
（
年

ら
か
今

で
程
過
う
か
向
に

約
10

平
の
後
年

成
37

３
７
６
万
４
は
に
）
年
５
２
０
２
（
年

人
３

約
25

後
年

の
52

）
年
０
４
０
２
（
年

ま
い
て
れ
ま
込
見
と
人
５
５
２
５
万
３
は
に

。
す

　市では、人口の動向分析や将来展望をまとめた「能代市人口ビジョン」と、５年間（平成27年

度～31年度）の基本目標と施策・事業をまとめた「能代市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

策定しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　総合政策課☎89－2142

●合計特殊出生率：国のビジョンより５年早い

　H47年で2.07を目指す。

●社会増減数：若者の定住や移住者の増などによ

　り社会減が収束し、H52年以降は社会減ゼロを

　H47年で2.07を目指す

●合計特殊出生率：国のビジョンより５年早い

　H47年で2.07を目指す。

●社会増減数：若者の定住や移住者の増などによ

　り社会減が収束し、H52年以降は社会減ゼロを

　H47年で2.07を目指す

能代市の目標人口　平成72年に25,700人
（2060年）

パターン１
国立社会保障・人口問題
研究所準拠推計
パターン２
現状のまま推移するケース
本市人口の将来展望

「能代市人口ビジョン」

　　　　　　　　　を策定しました

「能代市人口ビジョン」
　　　　　　　　 　を策定しました

(2060)(2040)(2025)(2015)(2010)

－ 1 －

、
、

能
代
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
市
の
人
口

、

、

、



能代市まち・ひと・しごと創生総合戦略

略
戦
合
総
生
創
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
市
代
能

は
と
略
戦
合
総

　　

総
生
創
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
市
代

は
、

」
略
戦
合

26
年
11

れ
さ
行
施
に
月

た

「

づ
基
に
」
法
生
創
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま

口
人
が
体
全
本
日
。
す
で
の
も
た
し
定
策
き

人
も
市
代
能

中
る
え
迎
を
面
局
の
少
減

は
と
こ
る
け
か
を
め
止
歯
に
ぐ
す
に
少
減
口

減
口
人

今
。
す
で
況
状
い
し
難
て
め
極

人
な
刻
深
や
小
縮
の
模
規
済
経
が
行
進
の
少

速
加
を
少
減
口
人
に
ら
さ

招
を
足
不
手

。
す
ま
れ
さ

に
少
減
口
人

し
と
市

略
戦
合
総

　

き
生
が
人
一
人
一
ち
た
私

か
を
め
止
歯

し
指
目
を
ち
ま
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
と
き
生

や
向
方
的
本
基
の
策
施
む
組
り
取
で
間
年
５

。
す
で
の
も
た
め
と
ま
を
策
施
な
的
体
具

解
の
題
課
の
ど
な
少
減
の
数
生
出
や
出
流
の

な
に
気
元
が
ち
ま

域
地
や
人

り
図
を
決

交

に
も
と
と
る
く
つ
を
域
地
な
的
力
魅
る

進
推
を
み
組
り
取
た
け
向
に
出
創
の
口
人
流

々
人
の
域
地
な
ま
ざ
ま
さ

て
し
ど
な
る
す

る
く
つ
を
域
地
る
れ
ふ
あ
に
気
活

い
集
が

。
す
ま
い
て
し
示
を
策
施
や
向
方
の
め
た

は
間
期
進
推

　

り
図
を
性
合
整
の
と
略
戦
合
総
の
県
や
国

　

。
た
し
ま
し
と
り
お
と
の
次平

成
27

度
年

31

）
間
年
５
（
度
年

は
ど
な
制
体
進
推

　

・
ち
ま
市
代
能
「
る
す
と
長
部
本
を
長
市

　

本
進
推
略
戦
合
総
生
創
と
ご
し
・
と
ひ

」
部

と
ど
な
体
団

関
機
係
関

り
な
と
心
中
が

。
す
ま
め
進
を
策
施
て
し
携
連

で
表
代
の
体
団
民
住
や
関
機
係
関

た
ま

　

と
ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
市
代
能
「
た
し
織
組

推
策
施
の
略
戦

で
」
議
会
略
戦
合
総
生
創

い
行
を
理
管
行
進
ど
な
る
す
認
確
を
況
状
進

。
す
ま
い
行
を
訂
改
じ
応
に
要
必

ら
が
な

は
標
目
本
基

　　

の
県

国

た
ま

け
向
に
現
実
の
望
展
来

標
目

に
も
と
と
る
め
定
を
標
目
本
基
の
つ

目
値
数
の
め
た
る
す
証
検
を
い
合
度
成
達
の

。
す
ま
い
て
し
定
設
を
標

 

構
に
と
ご
標
目
本
基

め
た
の
成
達
標
目

　

－ ２ －

方
向
や
基
本
的
視
点
に
沿
っ
て
、
大
き
く
４

「
能

で
、

後
、

き
、

は
、

て
、

け
、

、

能
代
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
見
え
る
若
者

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

「
能
代
市
人
口
ビ
シ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
将

、、

、

基本目標１
地域における安定したしごとの創出　
　平成３１年度数値目標　市の施策に関する雇用創出数　８７人（５年間累計）

Ⅱ 

た
し
と
心
中
を
用
活
の
源
資
域
地

大
拡
の
口
人
流
交

●

Ｒ
Ｐ
の
力
魅
へ
外
内
市

ま
ざ
ま
さ
を
内
案
や
報
情
の
域
地
・

信
発
り
よ
に
法
手
や
体
媒
Ｒ
Ｐ
な

。
す
ま
し

信
発
受
報
情
る
よ
に
携
連
的
域
広
・

。
す
ま
め
努
に
実
充
の

●

と
げ
上
き
磨
の
源
資
域
地

用
活
利
の
そ
び
及
し
こ
起
り
掘

と
げ
上
き
磨
の
源
資
域
地
な
様
多
・

。
す
ま
い
行
を
掘
発
な
た
新
や
用
活

り
取
う
よ
る
め
高
を
力
魅
や
度
ル

。
す
ま
み
組

●

や
ト
ン
ベ
イ
る
が
広
が
流
交

援
支
の
へ
事
行

め
た
る
げ
な
つ
に
客
誘
の
へ
域
地
・

の
へ
ト
ン
ベ
イ
種
各
や
事
行
統
伝

。
す
ま
い
行
を
援
支

Ⅰ 

進
推
の
化
性
活
の
業
産
域
地

●

成
育
材
人
と
出
創
の
業
産
連
関
・

。
す
ま
め
進
を
ど

●

び
及
致
誘
業
企

等
援
支
の
へ
動
活
業
企

と
る
め
進
を
致
誘
業
企
な
的
極
積
・

活
利
や
備
整
の
港
代
能

に
も
と

。
す
ま
し
進
促
を
用

●

興
振
の
業
工
商

活
の
街
店
商
や
大
拡
持
維
の
業
企
・

な
つ
に
ど
な
業
起

か
ほ
の
化
性

。
す
ま
し
援
支
を
み
組
り
取
る
が

う
よ
る
が
な
つ
に
住
定
の
者
若
・

。
す
ま
め
努
に
保
確
の
材
人
や
用
雇

●

興
振
の
業
農

ラ
ブ

上
向
性
産
生
の
米
や
菜
野
・

造
創
値
価
加
付
な
た
新
や
化
ド
ン

。
す
ま
め
進
を
み
組
り
取
の

営
経
合
複
や
成
育
手
い
担
の
業
農
・

。
す
ま
し
進
促
を
化

●

興
振
の
業
産
材
木
、
業
林

生
業
林

し
立
確
を
業
産
材
木
や

費
消
の
材
産
場
地
や
化
率
効
の
産

。
す
ま
り
図
を
ど
な
大
拡

、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
支
援
な

、

、

、

、
、

・
地
域
資
源
の
連
携
に
よ
る
ア
ピ
ー

、

さ
せ
る
と
い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
想
定

築
し
て
い
る
各
種
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
関
連
産
業
創
出

・
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
林
業
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－ ３ －

基本目標２
少子化対策　

率（※）1.55　／　婚姻数２００組

Ⅰ 

た
け
向
に
化
子
少
脱

成
醸
の
識
意
民
市

●

る
す
関
に
て
育
子
、
産
出
、
婚
結

成
醸
の
識
意

市
を
識
意
機
危
る
す
対
に
化
子
少
・

の
県

し
有
共
が
ど
な
体
団

民

少
脱
ら
が
な
し
動
連
と
み
組
り
取

組
り
取
な
的
合
総
た
け
向
に
化
子

。
す
ま
い
行
を
み

Ⅱ 
の
て
育
子
・
産
出
・
娠
妊
・
婚
結

化
強
・
実
充
の
援
支
な
的
合
総

●

供
提
の
会
機
の
い
会
出

婚
結

に
も
と
と
る
す
用
活
を
能

機
の
い
会
出
の
女
男
る
す
望
希
を

。
す
ま
し
援
支
を
出
創
会

●

る
き
で
て
育
子
・
産
出
て
し
心
安

実
充
の
境
環

の
ど
な
療
治
妊
不
・

支
る
す
対
に
用
費
　

ど
子

か
ほ
の
援
　

る
て
育
み
生
を
も
　

ポ
サ
の
で
階
段
各
　

。
す
ま
り
図
を
　

●

の
帯
世
て
育
子

減
軽
の
担
負
的
済
経

す
備
整
を
境
環
い
す
や
し
て
育
子
・

な
育
教

育
保
や
療
医

め
た
る

軽
担
負
な
的
済
経

て
い
つ
に
ど

。
す
ま
り
図
を
減

●

援
支
立
両
の
事
仕
と
て
育
子

よ
る
き
で
立
両
を
事
仕
と
て
育
子
・

園
も
ど
こ
定
認
や
所
育
保

に
う

。
す
ま
り
図
を
上
向
の
質
の
ど
な

に
り
く
づ
場
職
い
す
や
し
て
育
子
・

。
す
ま
し
援
支
を
業
企
む
組
り
取

●

る
す
援
支
で
域
地
を
て
育
子

り
く
づ
み
組
仕

を
題
課
や
み
悩
る
す
対
に
て
育
子
・

み
組
り
取
る
す
援
支
で
体
全
域
地

。
す
ま
し
進
推
を

Ⅲ 

援
支
長
成
の
も
ど
子
う
担
を
代
次

●

進
推
の
育
教
な
か
細
め
き

育
教
と
さ
る
ふ
の
へ
徒
生
や
童
児
・

の
り
と
ひ
人
一

か
ほ
の
進
推
の

提
の
ど
な
会
機
習
学
や
導
指
な
切

。
す
ま
り
図
を
供

※

率
生
出
殊
特
計
合

…

性
女
の
人
一

数
均
平
の
も
ど
子
む
生
に
生
一
が

　平成３１年度数値目標　合計特殊出生

、

・
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

、

、

ー
ト
体
制
の
充
実

、

、

、

、

、

状
況
や
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

、

基本目標３
移 住・定住対 策　

Ⅲ 

む
く
ぐ
は
を
着
愛
の
へ
元
地

●

る
よ
に
ち
た
も
ど
子

見
発
の
と
さ
る
ふ

る
す
対
に
土
郷
「
の
徒
生
や
童
児
・

へ
元
地
、
め
高
を
」
り
誇
や
情
愛

。
す
ま
め
深
を
着
愛
の

●

見
発
再
力
魅
の
市

の
代
能
り
よ
に
体
媒
な
ま
ざ
ま
さ
・

市
代
能
が
民
市

し
信
発
を
力
魅

よ
つ
持
を
着
愛

じ
感
を
さ
良
の

。
す
ま
み
組
り
取
う

●

り
く
づ
ち
ま
る
あ
色
特

・「

宇
「
や
」
り
く
づ
街
の
ケ
ス
バ

り
く
づ
ち
ま
の
宙

」

ま
の
文
恋
「

や
関
機
係
関

ど
な
」
り
く
づ
ち

市

ら
が
な
し
携
連
と
ど
な
体
団

色
特

り
な
と
体
一
が
政
行
と
民

。
す
ま
め
進
を
り
く
づ
ち
ま
る
あ

Ⅰ 

進
促
の
住
移
の
ら
か
等
圏
都
首

●

と
信
発
報
情
の
域
地

備
整
の
制
体
れ
入
け
受

と
う
行
を
信
発
報
情
る
係
に
住
移
・

の
口
窓
談
相
な
的
合
総

に
も
と

築
構
の
制
体
れ
入
け
受
や
備
整

。
す
ま
い

●

進
促
住
移

し
か
活
を
み
強
や
源
資
つ
持
の
市
・

。
す
ま
し
進
推
を
策
対
住
移
た

●

職
退
や
代
世
役
現
の
身
出
市
代
能
・

と
さ
る
ふ

が
代
世
ア
ニ
シ
の
後

ま
い
行
を
み
組
り
取
う
よ
る
す
進

。
す

Ⅱ 

進
促
の
住
定
の
者
若

●

び
及
住
定
の
等
者
業
卒
校
高

　

内
市
の
ど
な
者
業
卒
学
大
や
校
高
・

る
れ
さ
進
促
が
住
定
や
職
就
の
へ

を
出
創
会
機
や
備
整
境
環

う
よ

。
す
ま
り
図

　平成３１年度数値目標　市からの転出、転入増減数　△１２０人

、

、

、

大
学
卒
業
者
等
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

、

、、
、

、
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

能
代
市
出
身
者
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

能
代
へ
戻
っ
て
暮
ら
す
こ
と
を
促

住
居
確
保
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
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－ ４ －

 
 
 

各
の
て
育
子

産
出

娠
妊
や
婚
結

　

せ
さ
実
充
を
策
施
な
要
必
に
れ
ぞ
れ
そ

れ
切

て
し
と
策
施
の
連
一
を
ら
れ
そ

。
す
ま
い
行
を
援
支
い
な
の
目

な
的
済
経
ど
な
育
保

療
医

健
保

　

の
ス
ン
ラ
バ
で
切
適

て
い
つ
に
担
負

。
す
ま
し
施
実
を
策
減
軽
た
れ
取

域
地

め
じ
は
を
会
内
町
や
会
治
自

　

の
ど
な
体
団
う
行
を
動
活
会
社
や
動
活

リ
域
地

に
も
と
と
る
す
援
支
を
動
活

。
す
ま
し
進
促
を
り
く
づ
域
地
な
的
体
主

の
く
多

く
な
係
関
に
別
性
や
齢
年

　

る
き
で
躍
活
で
中
の
会
社
域
地
が
民
住

。
す
ま
め
努
に
備
整
境
環

３ 

い
な
の
目
れ
切

　

 

施
実
の
等
援
支
て
育
子

　
　

５ 

る
あ
力
活

　

 

に
み
組
り
取
た
し
続
継
の
致
誘
業
企

　

へ
業
企
元
地
や
業
企
致
誘
存
既

え
加

の
へ
業
起
や
発
開
品
商

化
強
援
支
の

新
や
大
拡
の
用
雇

り
よ
に
ど
な
成
助

。
す
ま
し
指
目
を
出
創
の
事
仕
な
た

　

業
企
の
元
地

し
携
連
と
関
機
係
関

。
す
ま
め
努
に
保
確
の
材
人
る
め
求
が
ど
な

を
力
魅
や
源
資
域
地
る
あ
に
市
代
能

　

報
情
に
外
内
市
に
的
果
効
つ
か
的
略
戦

産
元
地
や
加
増
の
口
人
流
交

し
信
発

に
も
と
と
る
図
を
大
拡
売
販
の
ど
な
品

。
す
ま
げ
な

信
発
を
報
情
に
的
極
積
し
対
に
民
市

　

の
心
着
愛
や
り
誇
の
へ
と
さ
る
ふ

し

地
な
的
体
主

に
も
と
と
る
図
を
成
醸

性
活
の
域
地

ど
な
加
参
の
へ
動
活
域

ま
げ
な
つ
に
上
向
の
度
足
満
民
住
や
化

。
す

２ 

る
よ
に
等
化
強
援
支
の
へ
等
業
企
致
誘

　

 

大
拡
び
及
保
確
の
用
雇
た
し
定
安

　
　

な
し
用
活
を
源
資
域
地
な
ま
ざ
ま
さ

　

の
化
性
活
の
業
産
の
市

げ
上
ち
立
な

。
す
ま
み
組
り
取
て
し
と
核
の
つ
一

１ 

　

 

化
性
活
の
ち
ま
た
し
用
活

　

４ 

　

 

信
発
と
造
創
の
力
魅
の
域
地

～
　
主
な
戦
略
　
～

が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
新
た

、

、

、

、

、

段
階
で
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、

、

、

、

、、

能
代
市
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ

、

、

、

、

、、

、
、

ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
な
ど
、
市
民
の

、

新たな地域社会の形成　
基本目標４

●

保
確
・
持
維
の
通
交
共
公
域
地

合
り
乗
型
ド
ン
マ
デ
や
ス
バ
線
路
・

し
供
提
を
通
交
共
公
た
じ
応
に
情

め
努
に
保
確
の
通
交
の
活
生
常
日

。
す
ま

●

の
者
齢
高
、
性
女
、
者
若

援
支
躍
活

団
む
組
り
取
に
決
解
題
課
の
域
地
・

ネ
の
互
相
体
団
や
成
育
の
ど
な
体

を
性
個
と
力
能
が
性
女

に
も
と

り
く
づ
境
環
る
き
で
躍
活
し
か
活

。
す
ま
し
進
推
を

、
し
や
増
を
合
割
の
者
齢
高
な
康
健
・

境
環
る
き
で
画
参
会
社
に
的
極
積

。
す
ま
い
行
を
備
整

Ⅲ 

る
守
を
し
ら
暮
な
心
安
・
全
安

り
く
づ
境
環

●

の
ラ
フ
ン
イ
存
既

化
強
ト
ン
メ
ジ
ネ
マ

ス
ン
ナ
テ
ン
メ
の
ラ
フ
ン
イ
存
既
・

計
化
命
寿
長
や
築
構
の
ル
ク
イ
サ

的
画
計

ど
な
進
推

定
策
の
画

進
推
を
ど
な
新
更

理
管
持
維
な

。
す
ま
し

Ⅰ 

の
で
点
視
な
的
域
広

成
形
の
会
社
域
地

●

携
連
の
域
地
本
山
代
能

広
り
よ

し
携
連
と
町
３
郡
本
山
・

持
維
の
口
人
住
定

り
図
を
化
性

。
す
ま
げ
な
つ
に

Ⅱ 

化
性
活
・
持
維
の
会
社
域
地

●

の
設
施
る
な
と
点
拠
の
動
活
域
地
・

行
を
援
支
の
へ
理
管
持
維
や
備
整

。
す
ま
い

な
体
団
む
組
り
取
に
り
く
づ
ち
ま
・

域
地
る
よ
に
民
市

し
援
支
を
ど

。
す
ま
し
進
促
を
り
く
づ

●

化
強
応
対
の
へ
災
防

能
機
る
よ
に
保
確
員
人
の
団
防
消
・

促
置
設
の
織
組
災
防
主
自
や
持
維

　

の
と
校
学

進

　

よ
に
ど
な
携
連

　

の
応
対
害
災
る

　

り
図
を
実
充

　

せ
暮
て
し
心
安

　

の
会
社
域
地
る

　

し
指
目
を
成
形

　

。
す
ま

　

　　 　　

　平成３１年度数値目標　このまちが住みやすいと感じる市民の割合　80％

、

、

、

、

、

、
、

、

、

、

、

、

域
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
の
Ｐ
Ｒ
や
活

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
各
地
域
の
実

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
み
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成


